
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主な学習活動 指導上の留意点・評価内容等 

１
～
６ 

○プログラミングの内容と方法を理解する。 

・HTML・CSSの知識、基本的なプログラム

作成の方法やデバッグとその修正方法を理解

する。 

○プログラムコードを理解するため、演習問題

を用意し、段階的に取り組ませる。 

７
～
９ 

○配列を用いたソート法や探索など、基本的な

アルゴリズムについて理解する。 

○プログラムの効率化の意義等を理解する。 

○ソート等のアルゴリズムについて、アニメー

ションを用いて視覚的に理解できるようにす

る。 

１
０
～
１
６ 

○日常生活を便利にするスマートフォンアプリ

を制作する。 

・既習事項を踏まえて作成する。 

・アプリの方向性を定め、作成前、作成中の時

点で内容をお互いに報告し、意見や改善案を

共有する。 

・意見や改善案を踏まえ、アプリを制作・改善

する。 

・プログラム内で用いたアルゴリズムについて

説明する。 

○完成したアプリを実行し、設定した問題を解

決できているかを確認する。 

○アプリを作成する際に参考にしたコードを含

め、内容を理解した上で活用できているか、

説明用資料により確認する。 

 

 

 

  

 日常生活や学習に役立つスマートフォンアプリの制作 

 小・中学生向けのアプリ開発を行う会社に所属

しているという想定で、「日常生活に役立つ」又は

「学習に役立つ」アプリを開発する。作成途中ま

での段階で、互いに意見を伝えあい、改善しなが

ら、より良いアプリを作成する。 

「Monaca Education」 

  （学習用のクラウド型プログラム開発環境） 

「Monacaで学ぶ初めてのプログラミング」 

アシアル株式会社 

「パーソナルコンピュータ」（Windows10等） 

「スマートフォン」（Android・iOS等） 

実践概要 

単元計画 

高校第２～４学年・情報「アルゴリズムとプログラム」（選択科目） 都立六本木高等学校 

（単元計画） 

Ａ 

使用教材（製品名）・ＩＣＴ環境（OS名等） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ここに注目！（本事例のポイント） 

 

 １～9時で学んだことを活用し、最終的には生徒間で開発状況の共有を行いつつ生活に役立つスマー

トフォンアプリを作成した。 

 オンライン学習期間においても、クラウド環境を活用し、遠隔での指導しながら取り組ませた。 

 

分岐や繰り返し、配列、演算、DOMなどこれまで学習したプログラムコードから、目的とするアプリ

のためのプログラムを組み立てる。コメントを記述して内容を 

整理しながらプログラムを作成する。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 他者との意見交換を経て、当初考案していた内容から、より実用性の高いアプリを完成させること

ができた。 

ここに注目！（本事例のポイント） 

 
生徒が考案したアプリの案について、Web上のアンケート機能を用いて他の生徒から意見を求め、共

有する。出された意見や改善点を踏まえ、方向性や機能の見直しを行い、アプリの作成に生かしてい

く。 

 



 
 

 

情報活用 STEP５ ・クラウド等を用いて、情報を効率的に管理・活用できる 

プログラミング STEP５ 

・問題解決に向け、計画を最適化し、評価、改善しながら実行できる 

・プログラミングに関し、情報の傾向や変化を捉え、効率的な解決策を考察できる 

・効率化の観点から、プログラミングによる問題解決を最適化し、モデル化しようと

する 

 

情報活用能力＃東京モデルの位置付け 

 


